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卒
　
業
　
式

〝
先
生
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
″

ヶ
し
っ
か
り
や
れ
よ
〟

三
月
十
六
日
、
二
中
学
校
四
〇
五
名

三
月
十
七
日
、
五
小
学
校
三
七
一
名
の

卒
業
式
が
春
の
陽
ざ
Ｌ
が
さ
し
こ
め
る

な
か
、
各
講
堂
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
水
巻
中
学
校
で
は
式
典
の
後
、

校
門
の
前
に
並
ぶ
在
校
生
恩
師
の
見

送
り
に
、
涙
ぐ
む
女
生
徒
、
恩
師
の
手

を
い
つ
ま
で
も
離
さ
な
い
生
徒
、
現
代

子
ら
し
く
〝
じ
ゃ
あ
ね
″
と
手
を
上
げ

て
別
れ
る
男
生
徒
、
友
人
と
記
念
写
真

を
と
る
生
徒
な
ど
い
つ
ま
で
も
校
門
の

前
で
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

別
れ
を
惜
し
む
ど
の
顔
に
も
明
口
へ

の
希
望
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

町の人口

（53年2月末理在）

人　口　25，419

男12，332

女13，037

世帯数　7，523
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運

　

動

　

の

　

重

　

点

㊥
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、
特
に
子

供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

㊥
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

㊥
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

㊥
踏
切
で
の
事
故
防
止

昨
年
中
町
内
事
故
9
1
件

町
内
で
の
昨
年
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
や

や
減
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
死
者
一
名
、
負
傷
者

百
十
七
名
を
も
だ
す
、
悲
惨
な
多
く
の
事
故
が

町
内
で
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
事
故
を
と
っ
て
み
て
も
、
運
転
者
、
歩

行
者
等
が
も
う
少
し
気
を
つ
け
て
い
れ
ば
こ
の

よ
う
な
事
故
に
な
ら
な
か
っ
た
と
思
え
る
も
の

ば
か
り
。

今
か
ら
は
春
の
陽
に
さ
そ
わ
れ
て
居
眠
り
運

転
、
新
入
学
児
の
と
び
だ
し
等
事
故
の
多
い
時

季
、
ハ
ン
ド
ル
を
持
つ
か
た
、
も
う
一
度
安
全

運
転
を
再
確
認
し
、
最
善
の
注
意
を
は
ら
い
ま

し
ょ
う
。

全
国
一
斉
に
四
月
六
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま

で
春
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
ア
ゴ
ヒ
モ
を
し
め
、

き
ち
ん
と
か
ぶ
る

▽
ス
ピ
ー
ド
を
落
す

▽
走
行
中
対
向
車
線
に
出
な
い

▽
自
動
車
の
間
を
ぬ
っ
て
走
ら
な
い

▽
老
人
、
子
供
を
み
た
ら
減
速
す
る

▽
他
人
の
バ
イ
ク
は
使
わ
な
い

▽
喫
味
本
位
に
運
転
し
な
い

な
ぜ
交
通
事
故
が
な
く
な
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
、
事
故
が
起
こ
っ
て
加
害

者
を
せ
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
分
の

胸
に
手
を
あ
て
て
反
省
し
、
交
通
安
全

を
穿
践
す
る
時
が
、
今
き
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
供
に
ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は

教
え
ま
し
ょ
う

○
急
に
道
路
に
と
び
出
さ
な
い
こ
と
。

○
急
に
黄
色
い
小
旗
や
手
を
上
げ
て
も

軍
は
す
ぐ
に
止
ま
れ
な
い
の
で
車
が

止
ま
る
ま
で
待
つ
こ
と
。

0
道
路
の
反
対
側
の
身
内
の
人
や
友
だ

ち
を
発
見
し
て
も
、
急
に
と
び
出
さ

ぬ
こ
と
。

○
信
号
に
従
う
こ
と
は
大
切
で
す
が
、

青
信
号
に
変
っ
た
か
と
い
っ
て
、
す

ぐ
に
と
び
出
さ
な
い
こ
と
。

空
気
が
乾
燥
し
て
い
．
ま
す

遠 賀 郡 内 交 通 事 故 発 生 状 況

（52．1∵52．12）

＼
水巻町 岡垣町 遠賀町 芦屋町

全事故 9 1 ．8 6 7 0 5 5

死　 者 1 2

傍・老 1 1 7 1 1 5 1 0＿9 7 4

歩行者 2 8 1 7 1 1 1 4

自転老 1 7 6 1 2 1 5

子　 供 1 8 1 2 1 0 1 1

老　 人 1 8 6 6 6

二　 給 1 9 2 6 1 2 1 0

高楼生 7 1 2 7 6

飲　 酒 1 1 4 1

無免許 3 3 2 1

表
で
も
わ
か
る
よ
う
に
事
故
発
生
場

所
は
都
市
か
ら
郡
部
へ
、
ま
た
被
害
者

は
交
通
弱
者
と
よ
ば
れ
る
老
人
や
子
供

が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
北
九
州
、
遠

賀
郡
は
運
転
者
、
歩
行
者
と
も
に
交
通

マ
ナ
ー
が
悪
く
、
皆
さ
ん
も
猛
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
て
い
る
革
や
無
理
な
追
越
し

を
す
る
革
、
赤
信
号
で
も
道
路
を
横
断

す
る
人
、
自
転
車
の
二
人
乗
り
な
ど
を

目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
最
近
自
動
二
輪
車
（
バ
イ
ク

な
ど
）
運
転
者
が
増
加
し
ま
し
た
。
昨

年
中
は
二
輪
車
の
交
通
事
故
が
県
下
で

六
一
七
七
件
発
生
し
、
そ
の
う
ち
六
三

人
（
二
三
・
九
％
）
　
の
死
者
を
出
し
て

い
ま
す
。

二
輪
革
を
運
転
す
る
時
は
必
ず
次
の

事
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

火
の
元
に
は

十
分
注
意
を

春
の
火
災
予
防
運
動
の
終
っ
た
十
五

日
の
正
午
過
ぎ
旧
Ｈ
炭
机
社
宅
で
火
事

が
発
生
し
ま
し
た
、
こ
欄
社
宅
は
現
在

空
家
に
な
っ
て
お
り
、
不
審
火
と
し
て

折
尾
警
察
署
で
は
原
因
を
捜
査
中
で
す

幸
い
空
家
一
軒
で
火
は
消
し
と
め
ら

れ
ま
し
た
が
現
場
は
雑
木
が
多
く
、
山

に
移
っ
て
い
た
ら
大
火
と
な
り
か
ね
ま

せ
ん
で
し
た
。
春
先
で
空
気
が
乾
燥
し

て
い
ま
す
の
で
み
な
さ
ん
も
火
の
元
に

は
十
分
注
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
顧
い
し

ま
す
。

管
工
事
組
合
事
務
局
の
移
転

管
工
事
組
合
事
務
局
が
四
月
一
目

か
ら
役
場
水
道
課
内
に
移
転
し
ま
す

水
道
修
理
等
水
道
に
関
す
る
ご
相

談
は
管
工
事
組
合
事
務
局
（
審
6
0

1

・

8

8

8

3

）

　

に

問

合

せ

く

だ

さ

い
。

、
二
「
汁

′
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交
通
止

の

お
知
ら
せ

一
般
国
道
三
号
線
（
頃
末
）
拡
巾
工

事
の
一
環
と
し
て
、
水
巻
高
架
橋
（
上

り
線
）
の
架
替
工
事
に
伴
い
、
つ
ぎ
の

と
お
り
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
協

力
方
よ
ろ
し
く
お
顧
い
し
ま
す
。

①
3
号
線
　
　
上
り
線
交
通
止
、
下
り

線
対
面
交
通

期
間
　
5
3
年
4
月
中
旬
～
5
4
年
2
月

頃
ま
で

㊥
県
道
中
間
水
巻
線
、
交
通
止

㊥
県
道
南
北
縦
貫
道
、
交
通
止

期
間
　
㊥
⑨
線
に
つ
い
て
は
後
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＆
十
北

王池貝円　 ‾－ ‾‾‾‥‾‾－ ‾‾‾‾　　　　　　　　　　　 至折尾
「 ． （彰

県 ㊦

Ｉ控 巻駅　 等 至 県
道中

間 間 南
水 北
巷 縦
線 貰

玉

塞
、

あ
な
た
に
は
老
齢
福
祉
年
金
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん

ー
大
正
・
昭
和
生
ま
れ
の
か
た
1

現
在
、
7
0
歳
以
上
の

お
と
し
よ
り
に
老
齢
福

祉
年
金
が
支
給
（
所
得

道
　
額
な
ど
に
よ
り
停
止
さ
れ
て
い
る
人
も

あ
る
）
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
4
4
年

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
に
通
、

7
0
歳
に
な
っ
て
も
こ
の
老
齢
福
祉
年
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
昭
和
3
6
年
以
来
、
明
治
4
4

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
は
、

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど
8
種

類
の
公
的
な
年
金
制
度
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
の
年
金
制
度
に
、
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
く
み
に
な
っ
た
た

め
で
す
。

い
ま
だ
に
「
国
民
年
金
に
加
入
し
な

く
て
も
福
祉
年
金
だ
け
は
受
け
ら
れ
る

」
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
人
が
あ
り
ま
す

が
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
に
加

入
さ
れ
て
な
い
大
正
・
昭
和
生
れ
の
人

は
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
と
、

な
ん
の
年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
寂
し
い

老
後
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
へ
の
末
加
入
者
は
い
ま
す

ぐ
役
場
年
金
係
で
加
入
手
続
を
し
て
ハ

だ
さ
い
。

親善バレーボール大会
一伊左座スポーツ少年団－

（3）

三
月
五
日
、
伊
左
座
小

学
校
講
堂
で
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
伊
左
座
バ
レ
ー
チ
ー

ム
の
結
成
一
周
年
を
記
念

し
て
、
交
流
試
合
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
試
合
に
広
島
県
か

ら
可
部
ク
ラ
ブ
、
佐
賀
県

か
ら
田
代
ク
ラ
ブ
地
元
か

ら
吉
田
チ
ー
ム
が
お
祝
い

に
か
け
つ
け
さ
わ
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
好
試
合
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
さ
す

が
に
西
日
本
地
区
の
強
豪

だ
け
あ
っ
て
、
随
所
に
ラ

リ
ー
が
続
き
応
援
の
父
母

か
ら
お
し
み
な
い
拍
手
が

お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
伊
左
座
チ
ー
ム
の
健
闘
を
期

待
し
ま
す
。

体
力
づ
く
り
・
成
人
体
力
テ
ス
ト
会

－
マ
　
マ
　
が
　
ん
ば
　
っ
　
て
1

保険料が4月から
2200円が
2730円に

三
月
五
日
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で

町
教
育
委
員
会
主
催
の
体
力
づ
く
り
・

成
人
体
力
テ
ス
ト
会
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
各
地
区
か
ら
婦
人
会
や

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
チ
ー
ム
の
人
た
ち
が

参
加
し
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち

に
立
幅
と
び
、
上
体
お
こ
し
、
腕
立
伏

臥
屈
伸
、
時
間
往
復
走
、
五
分
間
走
の

種
目
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
し
た
。
簡
単

に
全
種
目
こ
な
す
人
、
一
種
目
終
る
ご

と
に
息
切
れ
が
す
る
人
な
ど
、
日
常
生

活
の
中
で
運
動
し
て
い
る
か
し
て
い
な

い
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
差
が
あ
ら
わ

れ
ま
し
た
。
さ
て
、
あ
な
た
は
体
力
に

自
信
が
あ
り
ま
す
か
。

こ
の
四
月
か
ら
、
保
険
料
が
月
額
2

7
3
0
円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

国
民
年
金
を
よ
り
よ
い
制
度
に
し
、
将

来
あ
な
た
が
年
金
を
受
け
る
と
き
も
「

頼
れ
る
年
金
」
で
あ
る
た
め
の
引
き
上

げ
で
す
か
ら
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
付
加
保
険
料
は
月
額
4
0
0

円
で
従
来
と
変
り
ま
せ
ん
。
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▼
対
象
児

。
第
一
期
（
3
回
接
種
）
　
生
後
2
4
か

月
～
4
8
か
月
ま
で
の
幼
児

。
第
二
期
（
1
回
接
種
）
　
第
一
期
終

了
後
1
2
か
月
～
1
8
か
月
の
幼
児

▼
実
施
月
日

・
1
回
目
　
4
月
4
・
5
日

・
2
回
目
　
4
月
2
5
・
訪
日

。
3
回
目
　
6
月
6
・
7
日

。
追
加
日
　
6
月
2
8
日

▼
時
間
・
場
所
　
　
い
ず
れ
も
町
民
会

館
に
て
1
4
時
～
1
5
時

▼
次
に
あ
げ
る
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

①
熱
の
あ
る
人

㊥
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
供

③
一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た

こ
と
の
あ
る
子
供

④
慢
性
疾
患
（
腎
臓
、
肝
臓
、
喘
息
等

）
に
か
か
っ
て
い
る
子
供

⑤
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
水
痘
な
ど

に
か
か
っ
て
1
か
月
以
上
た
っ
て
な

い
子
供

心
配
な
点
は
か
か
り
つ
け
の
主
治
医

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
当
日
は
母
子
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
し

体
温
を
計
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
前
日
ま
で
に
役
場
衛
生
係
ま
で

問
診
票
を
と
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

（
問
診
票
は
明
確
に
記
入
の
こ
と
）

県
立
修
猷
館
高
校

通
信
制
生
入
学
募
集

▼
目
的
　
通
信
制
は
、
全
日
制
定
時
制

と
並
ぶ
高
等
学
校
の
一
課
程
で
あ
り
、

毎
日
通
学
し
て
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
々
の
た
め
に
あ
る
も
の
で

す
。
出
席
日
数
は
年
間
加
日
間
程
度
で

主
と
し
て
日
曜
日
を
登
校
日
に
し
て
い

ま
す
。

▼
学
校
所
在
地
　
修
献
館
高
校
　
福
岡

市
西
区
西
新
六
丁
目
一
番
1
0
号

▼
入
学
資
格

新
制
中
学
校
の
卒
業
者
、
ま
た
は
こ

れ
と
同
等
の
資
格
を
も
つ
と
本
校
で
認

め
ら
れ
た
人
。

▼
募
集
人
員
　
5
0
0
名

▼
生
徒
特
典

勤
労
学
生
控
除
（
所
得
税
）
、
奨
学

金
制
度
、
郵
便
料
割
引
、
教
科
書
学
習

書
無
償
、
大
学
人
学
資
格
試
験
で
は
取

得
単
位
の
免
除
、
旅
客
運
賃
の
割
引
。

▼
入
学
願
書
の
受
付

4

月

2

日

～

4

月

1

1

日

（

9

時

～

1

6

時
、
土
曜
日
正
午
）
本
人
持
参
の
こ
と

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
修
猷
館
高

校

（

曾

0

9

2

・

8

4

1

・

3

8

2

2

）
　
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
交
通
事
故
相
談
も
い
た
し
ま

す
。

み
な
さ
ん
が
協
力

す
べ
き
こ
と

ゴ
ミ
の
出
し
方
1
0
の
注
意

の
収
集
日
以
外
は
出
き
ぬ

脚
収
集
日
の
朝
花
時

か
座
時
ま
で
出

4
月
の

心
配
ご
と

人
　
　
権

相
談

▼
目
時
　
4
月
8
、
1
7
、
2
7
日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
会
館
（
日
本
間
）

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

す
こ
と
。
し
′
てｌ
Ｌ
ｊ
隼

糾
ポ
リ
袋
に
入
れ
ロ
は
し
っ
か
り
結
ん

で
出
す
こ
と
。

仙
収
集
指
定
場
所
に
出
す
こ
と
。

川
粗
大
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
二
日
前
ま
で

に
役
場
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

㈹
燃
え
る
も
の
と
燃
え
な
い
も
の
と
に

分
け
て
出
す
こ
と
。

の
木
ざ
れ
な
ど
は
束
に
し
て
く
く
っ
て

出
す
こ
と
。

㈲
ボ
ー
ル
箱
は
折
り
た
た
ん
で
出
す
こ

と
。

用
水
分
を
少
く
し
て
出
す
こ
と
。

㈹
爆
発
物
な
ど
危
険
物
は
出
さ
な
い
こ

と
。

お　　礼　　一

香典返しとして、次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があ

りました。ご冥福をお祈りいたしますとともに、あっくお礼申

しあげます。

机社宅　　　　故本庄睾久次殿　　　本庄久子殿

富田片山　　　故板井作太郎殿　　　板井基和殿

吉田　　　　　故大庭　　恵殿　　　大庭康雄殿

古貿区　　　　故田中己之助殿　　　秋永　昇殿

猪熊　　　　　故大且スミコ殿　　　大貝信行殿

4月分し尿汲取予定日

1日　頃末、猪熊

3日　頃末、鯉口、唐熊県住、猪熊

4日　鯉口、御輪地、車返し、片山、猪

熊

5日　垣添、緑風園、ヌメリ石、本村（

1・2組〕

6日　中央区、宮尾、松栄荘団地、頃末

18区

7日　美吉野団地、中央区、月夜待、川

端通り、商店街、御輪地

8日　古賀、机、伊左座、立屋敷、県道

’筋、大橋通り、美吉野団地

10日　富田本村、二、下二、二町住、下

二町住、革近東、高松区

11日　机社宅、頃末（15・25区）新生街

（山ノロ団地〕

12日　宮ノ下社宅、古賀区

13日　吉田団地、古賀区、頃末（6・11

・14区）

14日　吉田団地、古賀区、頃末（6・11

・14区）

15日　吉田団地、樋口

17日　吉田本村、伊左座、下二、二、鯉

口区、樋口

18日　鯉口区、樋口

19日　猪熊町住

20日　みずほ団地、古賀県任、新生街

21日　みずほ団地、幼稚園通り

22日　幼稚園通り、古賀、樋口

24日　梅ノ木区

25日　梅ノ木区

26日　梅ノ木区、猪熊

27日　猪熊

28日　猪熊

：　　　　　　　　　富

日　曜　在　宅　医

3月26日　渡辺医院　外　科　　頃　　末　書691・2616

4月2日　入江医院　外　科　　頃　　末　曾601・3320

4月9日　楠本医院　内児科　　大勝僑書093・24・0385

4月16日　前原医院　内児科　　樋　　口　曾691・0553

診察時間9時～17時、原則として往診はしません。
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